
21

ＴＤＡ－７５２ＡＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3-1. 制御・操作とアナログ出力の様子

第３章．制御・操作

3-1. 制御・操作とアナログ出力の様子

　　リセット時　　　電源投入、パソコン本体（ハードウエア）リセット操作、または本ボードの

　　　　　　　　　制御部リセット操作（３－３項）直後のアナログ出力は両チャンネル共に０ｖ

　　　　　　　　　となります。

　　更新出力後　　　任意のデータがＤＡ素子に書き込まれる（更新される）と、アナログ出力は

　　　　　　　　　対応する値（２－２項／表２－２Ｄ toＪ）となり、以後、次の更新まで同値を

　　　　　　　　　保持します。

　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ａ．アナログ（ＤＡ）出力の様子

　　　　　　　　　　　　　　　  　　リセット　　 データ更新　　 データ更新　　 リセット

　　　　　　　　　　リセット前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　目標値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０ｖ

　　アナログ出力

　 （ＣＨ０ or１）　　　　　　　　　 ０ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   目標値

　　　　　　　　　　リセット前

  ◆データ更新遅れ：　　パソコン側からＯＵＴ命令で書き込まれるＤＡデータはフォトカプラ

　　　  　　　　　　　（転送時間＝９.５μｓ）を通してＤＡ素子のラッチ（１データ分メモリ）

　　　　  　　　　　　に達します。

  ◆セトリング時間：　　データが更新されると、ＤＡ素子のアナログ出力は新たな目標値に向

　　　　　　　　　　　かって変化を始めます。 本機では１０ｖの変化幅を０.０５％ＦＳの精

　　　　　　　　　　　度で到達する時間（セトリング時間）が約１１μｓですが、先に述べた

　　　　　　　　　　　フォトカプラの転送時間を加算した２０μｓと定義しています。

　　　　　　　　　　　　電流出力の場合はさらに電圧電流変換回路の応答時間１０μｓが加算

　　　　　　　　　　　されて３０μｓとなります。



22

3-1. 制御・操作とアナログ出力の様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＤＡ－７５２ＡＴ

　　単独更新　　　　各ＤＡ出力チャンネルが非同期に（互いに時間的連携なく）独立して更新

　　　　　　　　　制御される動作モードです。【３－４項．参照】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　図３－１Ｂ．単独更新（非同期）･･････ １チャンネル分のみ示す。

　　　　　　　　　 ＤＡデータ書き込み

　　下位バイト　　　　 ①

　　上位バイト　　　　　　　　 ②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③転送時間　　　 ④

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ９.５μｓ

　　　ＢＵＳＹ

　　　フラグ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２０μｓ

　　（アナログ）　　　　　　　　　　　　　　　　更新前の値

　　　ＤＡ出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　更新値（０.０５％ＦＳ以内）

　＝操作手順＝　　詳しくは３－３項以下、第４章、およびサンプルプログラム・ソースを併せ

　　　　　　　　て御参照ください。　下記ＯＵＴ命令中の《ＢＡＳＥ》は１－３項で設定した

　　　　　　　　ベースアドレス値（出荷時＝０１Ｅ０）です。　また○内の番号は図３－１Ｂ

　　　　　　　　のタイミングに対応しています。

　　◆　最初に外部制御および割込み関連の《制御データ》、続いて各チャンネルの出力範囲や

　　　や動作モードを指定する《モード・データ》を書き込みます。

　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋２，ＣＮＴ）；　／＊　制御データ【3-4 項】　　　　　   ＊／

　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋１，ＭＤ１）；　／＊　ＣＨ１モード・データ【3-5 項】 　＊／

　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋０，ＭＤ０）；　／＊　ＣＨ０モード・データ【 〃  】　 ＊／

　　◆　各チャンネルごとのＤＡ出力データは必ず下位→上位の順に書き込みます。

　　①　ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＬ）　；　／＊　ＣＨ１データ下位バイト【3-6 項】　＊／

　　②　ｏｕｔｐ（BASE＋７，ＤＨ）　；　／＊　ＣＨ１データ上位バイト【 〃  】　＊／

　　①‘ ｏｕｔｐ（BASE＋４，ＤＬ）　；　／＊　ＣＨ０データ下位バイト【3-6 項】　＊／
　　②‘ ｏｕｔｐ（BASE＋５，ＤＨ）　；　／＊　ＣＨ０データ上位バイト【 〃  】　＊／

　　③ボード内のＤＡデータ転送（フォトカプラ通過）に９.５μｓを要する。

　　④ここでＤＡ素子（内蔵ラッチ）が更新される。

　　⑤ＤＡデータ書き込みから２０μｓで目標値の０.０５％以内に到達。

【注】  制御データ、モードデータ、およびＤＡ更新データの書き込みはＢＵＳＹフラグ【3-7 項】

      がＲＥＡＤＹ（＝０）状態のときに限ります。

        高速で繰り返し更新書き込みを行う場合などは実行前の確認が必要です。
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　　同期更新　　　　ＤＡ出力チャンネル０にデータ書き込み操作直後、両チャンネルが同期して

　　　　　　　　　更新制御される動作モードです。　必ずＤＡ出力チャンネル１の下位→上位→

　　　　　　　　　→チャンネル０の下位→上位の順に書き込みます。　【３－４項．参照】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   図３－１Ｃ．同期更新

　　　　　　　　　　　　　　 ＤＡデータ書き込み

　ＣＨ１下位バイト　　　　 ①

　ＣＨ１上位バイト　　　　　　　 ②

　ＣＨ０下位バイト　　　　　　　　　　　 ③

　ＣＨ０上位バイト　　　　　　　　　　　　　　  ④

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤転送時間　　⑥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ９.５μｓ

　　ＢＵＳＹ－１

　　フラグ

　　ＢＵＳＹ－０

　　フラグ

   ＵＰＤ－ＯＵＴ

　（同期更新出力）

                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２０μｓ

　　（アナログ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 更新前の値

　　ＤＡ出力ＣＨ１

　　（アナログ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 更新前の値

　　ＤＡ出力ＣＨ０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 更新値（０.０５％ＦＳ以内）

　＝操作手順＝　　詳しくは３－３項以下、第４章、およびサンプルプログラム・ソースを併せ

　　　　　　　　て御参照ください。　下記ＯＵＴ命令中の《ＢＡＳＥ》は１－３項で設定した

　　　　　　　　ベースアドレス値（出荷時＝０１Ｅ０）です。　また○内の番号は図３－１Ｃ

　　　　　　　　のタイミングに対応しています。

　　◆　最初に外部制御および割込み関連の《制御データ》、続いて各チャンネルの出力範囲や

　　　や動作モードを指定する《モード・データ》を書き込みます。

　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋２，ＣＮＴ）；　／＊　制御データ【3-4 項】　　　　　　　＊／

　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋１，ＭＤ１）；　／＊　ＣＨ１モード・データ【3-5 項】　　＊／

　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋０，ＭＤ０）；　／＊　ＣＨ０モード・データ【 〃  】　　＊／

　　①　ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＬ）　；　／＊　ＣＨ１データ下位バイト【3-6 項】　＊／

　　②　ｏｕｔｐ（BASE＋７，ＤＨ）　；　／＊　ＣＨ１データ上位バイト【 〃  】　＊／

　　③　ｏｕｔｐ（BASE＋４，ＤＬ）　；　／＊　ＣＨ０データ下位バイト【 〃  】　＊／

　　④　ｏｕｔｐ（BASE＋５，ＤＨ）　；　／＊　ＣＨ０データ上位バイト【 〃  】　＊／

　　⑤ボード内のＤＡデータ転送（フォトカプラ通過）に９.５μｓを要する。

　　⑥ここでＤＡ素子（内蔵ラッチ）が両チャンネル同時に更新される。

　　⑦ＤＡデータ書き込みから２０μｓで目標値の０.０５％以内に到達。

 【注】 各データ書き込み前ＢＵＳＹフラグ確認の必要性は前記《単独更新操作》同様です。
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　　複数ボードの同期更新　（マスタスレーブ動作）

　　　ボード間の接続とソフト上の設定により、複数ボードの同期更新動作も可能です。

　　◆ボード間の接続：　　マスタ機の同期更新出力ＵＰＤ－ＯＵＴをスレーブ機の同期更新入力

　　　　　　　　　　　　（ＵＰＤ－ＩＮ）に接続しておきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　マスタ機　　　　　　　　　　　　　図３－１Ｄ．マスタスレーブ接続

　　　　　　　　　　　　　　　ＵＰＤ－ＯＵＴ　　　　　　　　　　　　　【注】　駆動能力：７枚以内。

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブ機

　　　　　　　　　　　　　　 　ＵＰＤ－ＩＮ

　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブ機

　　　　　　　　　　　　　　　　ＵＰＤ－ＩＮ

　　◆ソフト事前設定：　　各スレーブ機の同期更新入力制御ビットをセット【3-4 項】し、マス

　　　　　　　　　　　　タ機のチャンネル０モード・データの更新モード選択ビットをセット

　　　　　　　　　　　　【3-5 項】しておきます。

　　◆ＤＡ出力操作　：　　各スレーブ機のＤＡデータ書き込み操作を全て行ってから最後にマス

　　　　　　　　　　　　タ機のＤＡデータ書き込み操作を行います。　マスタ機のＤＡチャンネ

　　　　　　　　　　　　ル０データ書き込み実行９.５μｓ後に全機･全チャンネルのＤＡ素子が

　　　　　　　　　　　　同時に更新され、各新目標値に向かって変化を開始します。　このタイ

　　　　　　　　　　　　ミングは図３ー１Ｃと同様です。

    ◇サンプルソフト：    ＭＳＶ７５２．Ｃ 参照（第４章）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ｅ．ＤＡデータ書き込み／一斉更新タイミング

　　　　　　　　　　　　　　各スレーブ機　　　　　　　　　　　　　マスタ機

ＤＡデータ書き込み　　  ＣＨ０下位/ＣＨ０上位　　 ＣＨ１下位/ＣＨ１上位/ＣＨ０下位/ＣＨ０上位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９.５μｓ

　　　同期更新出力

　 （ＵＰＤ－ＯＵＴ）： パルス幅＝５００ｎｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全機・全チャンネル一斉更新
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3-2. 制御レジスタＩ／Ｏアドレス・マップ

　表３－２に本ボード上の各制御レジスタのＩ／Ｏアドレスを記します。

　表中の【BASE】はＩ／Ｏベースアドレス値（1-3 項.参照）です。

　　　　　　　　　　　　表３－２．各制御レジスタのＩ／Ｏアドレス

　　　　　書き込みポート Ｉ／Ｏアドレス 　　　　　読み出しポート

　ＤＡチャンネル０出力モード 【BASE】＋０

　ＤＡチャンネル１出力モード 【BASE】＋１

　外部制御・割り込み制御 【BASE】＋２ 　ステータス

　汎用（４ビット）出力 【BASE】＋３ 　汎用４ビット入力（兼強制０ｖ制御）

　ＤＡチャンネル０下位バイト・データ 【BASE】＋４

　ＤＡチャンネル０上位バイト・データ 【BASE】＋５

　ＤＡチャンネル１下位バイト・データ 【BASE】＋６

　ＤＡチャンネル１上位バイト・データ 【BASE】＋７ 　ボード・リセット

　◇【読み／書き】はパソコン側から見た方向。

　◇全てのポートは１バイト。

3-3. ボード制御部リセット（初期化）

　　　ｒｓｔ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋７）；　　／＊　ボード・リセット操作　＊／

　　本ボード全体の制御部をリセットします。　当操作で読み込まれるデータｒｓｔ（＝□）は

　ボードＩＤです。　当操作は汎用４ビット・デジタル出力が保持されることを除いて電源ＯＮ、

　またはパソコン本体のハードウエア・リセット（スイッチ操作）と同等の機能です。

　　以下の結果を得ます。

　　◆各制御レジスタを初期化する。

　　◆ボード・ステータスを初期化する。

　　◆アナログ出力値は両チャンネル共、０ｖになる。

　　　　　　　　　　　表３－３．【ＢＡＳＥ＋７】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　　　　　　　　　　各ビットの機能・意味

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

　　　　　　　　　　　　　ボードＩＤ（＝２）
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3-4. 外部制御・割り込み関連の設定

　　　ｏｕｔｐ（BASE＋２，ＣＮＴ）；　／＊　制御データ　＊／

   本機のアナログ（ＤＡ）出力更新を外部入力信号【ＵＰＤ－ＩＮ】で行う場合、および同信号を

 汎用の割り込みに利用する場合の指定データです。　いずれの機能も使用しない場合は操作の必要

 がありません。

　　　　　　　　　　表３－４Ａ．【ＢＡＳＥ＋２】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７ 　外部入力信号制御（割り込みとして） 　　　許可 　　　禁止 　０

Ｂ６ 　外部入力信号の有効極性指定 　　↑（＋） 　　↓（－） 　０

Ｂ５ 　外部入力信号制御（同期更新入力として） 　　　許可 　　　禁止 　０

Ｂ４ 　《未使用》 　０

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

　割り込みレベル指定 　　　　　表３－４Ｂ参照

　０

　０

　０

　０

《補助説明》

　    Ｂ７：　　外部入力信号【ＵＰＤ－ＩＮ】を汎用割り込みとして使用するときは当ビットを

              セット（＝１）します。

　    Ｂ６：　　外部入力信号【ＵＰＤ－ＩＮ】の有効極性を指定するものです。

　    Ｂ５：　　本機のアナログ（ＤＡ）出力更新を外部入力信号【ＵＰＤ－ＩＮ】で行うときは

　　　　　    本ビットをセット（＝１）します。　具体的には本機がマスタスレーブ動作時のス

　　　　　    レーブとなる場合にセットします。　この場合、パソコン側から本機に書き込まれ

　　　　　    たＤＡデータは出力素子の直前で待機しており、同信号入力により更新されます。

　    Ｂ３～Ｂ０：　使用する場合の割り込みレベルを指定します。


